
 

 

 

 

 

体育服のゼッケンについて 
  
 ゴールデンウィークは、いかがお過ごしでしたか。 

 今朝は、何人かの欠席はありましたが、いつも通りの登校風景で、笑顔の子どもたちと久しぶり

に会えて、私も元気をもらいました。各ご家庭での健康管理や安全指導に心より感謝申し上げます。 
 

 さて、連休も明け、いよいよ５月２５日（日）のスポーツフェスティバルに向けて、学校全体が動

き始めます。熱中症対策も十分に行いながら、運動に親しむ資質・能力の向上を図ってまいります。 
 

 ところで、体育服に関して今年度から変更になっている点について、 

改めてご説明します。 

 学年だより等で、すでにご承知のことと存じますが、「体育服へは、 

ゼッケンを着用しない」としています。 

 これは、長崎市教育委員会からの次のような通知に基づく対応です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ゼッケンを廃止せず、取り外し式にするとか、番号ゼッケンにするなどの方策もありましたが、

小学生の発達段階とゼッケン代を含めたご家庭への負担等を勘案し、本校では、ゼッケンを廃止と

いたしました。ご理解・ご協力いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

☆      ☆ まち☆人☆夢  

〇 校内へ不特定多数の人の出入りがある場面（運動会等）や校外（校外学習や下校時等）におい

て、氏名等の個人情報を公にしながら過ごす様子が見られる。子供たちの安全のため、個人情

報の保護については十分配慮すべきである。 

〇 ついては、各学校へゼッケンの表示の工夫や廃止を推奨する。 

  今後、廃止できる学校は廃止を、引き続きゼッケンを使用する場合は、以下の点に留意して使

用すること。 

  ①校内での活用に限る。 

  ②外部の人間が関与する際には、ゼッケンを外す、上着等を着用する等の配慮をする。 

  ③ゼッケンの表記の工夫を検討する。 

「生活向上集会」を開催しました！ 
 
 以前は、どの学校でも、月に１～２回は全校児童が集まっての集会が行われていました。 

 しかし、今は、コロナ禍や授業時数確保等の影響もあり、全校で集まる機会が激減していま

す。そのような中、本校では今年度、「全校児童が一堂に会して、一緒に同じ話を聞いたり、

一緒に楽しい活動をしたりする」などの機会を増やした方が、子どもたちの心身の成長にとっ

てプラスになるとの考えから、意図的にそのような場面を設定しようと計画しています。 

 全校が一堂に集まる機会を通して、全校児童、全職員で「そろえる」取組を充実させてい

きたいと思います。 

 
上長崎小 学校だより 
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